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４．熱中症発生時の対応について 

熱中症を疑う症状あり 

(めまい、手足のしびれ・痛み、吐き気、脱力感、頭痛、歩けない、意識がない※1等) 

応答がある 応答がない 

自分で水分補給が 

できる できない※2 

保健室で休ませる 

症状改善  改善しない※3 

保健室へ連絡 
内線第１保健室 123 

第 2 保健室 205 

〇応答の有無などを伝える 

〇記録 

〇応急手当補助 

〇他生徒を避難誘導 

〇他生徒の健康状態を確認 

     健康観察を継続 

〇ＡＥＤ準備 

(本館玄関・第２体育館・ 

中学部玄関・寄宿舎事務室) 

〇生徒情報の準備 

●応答が鈍い 

●簡単な質問に答えない 

●意識もうろう 

➡ただちに救急車を要請する 

〇氷水・タオル・救急セットの準備 

※1 意識が無ければすぐに呼吸の確認(10 秒以内) 

呼吸が無ければ(しているかどうか分からない時も)、心肺蘇生法をすぐに開始する。 

※2※3  状態が悪ければ、躊躇せず救急車を要請する。 

※4 体調不良者が複数名発生した(しそうな)時は、養護教諭は学校に残り、対応する。 
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 〇救急車の誘導 

〇救急隊へ状況説明 

〇生徒情報(定期薬・病歴・最終食事等) 

〇養護教諭または担任が救急車同乗※3 

〇ＨＲ担任は保護者へ連絡 

 

救急車 

保護者 

 

  

教職員 

涼しい場所へ避難させる 

衣服を緩める 

体を冷やす（濡れタオルを体

にあて扇風機で冷やすなど） 


